










































　1958 年に Abegglen が“The Japanese Factory”の著書の中で日本的経営の特徴として述






























































　日本的経営の研究が最初に研究件数という点からピークを迎えるのは、1978 年の 83 件で
あるが、この前年の 1977 年と 1978 年には、2 年に亘り日本経営学会の大会において、日
本的経営が統一論題として取り上げられた年でもある。1977 年の大会では 9 本の報告があ
り、その内容は日本企業の持つ特性から 2 つに分類される。先ず第 1 の類型として、日本
の企業経営のみに浸透している特性である「思想や理念、あるいは経営上の文化や風土など















































　日本的経営の始祖として知られる Abegglen は、1958 年に「終身雇用」「年功序列」「企業
内組合」を日本的経営の特徴として示したことに加え、その根底にある人本主義や温情的配
慮といった文化面からの解釈をおこなったにより、文化論による日本的経営の先駆者として


















トの巨匠である Hofstead が 4 次元モデル（個人主義／集団主義、権力格差、男性らしさ／
女性らしさ、不確実性の回避）を発表したのは 1980 年であり、経営学において文化という
概念が広く認識されるにはもう少し時間を経てからのことである。










　そこで、日本的経営の特殊性と普遍性、海外移転の可否について Schein 3 つの文化レベ
ルのフレームを活用することで、日本的経営を構成する特性を考察する。
　Schein（1985）は、文化を明確に理解する上で、外部から観察した場合の可視できる範

































































































は準拠枠（frame of reference）の一種」（太田、1993、p. 34）である。コンテクストでの研




















（physical distance）と文化的距離（cultural distance）に代表される心理的距離（psyche 







































　3 つ目は、1944 年に経済人類学者である Polanyi が初めて使用したと言われる埋め込み
（Embeddedness）という概念である。経済は経済的な制度と非経済的な制度である文化や社
会に埋め込まれているとする Polanyi の主張以降、Granovetter（1985）による適応概念の
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